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ペットボトルロケット製作における設計・性能フィ ー ドパック

基礎セミナーものづくり入門③「力学に基づくペットボトルロケット製作』

1 . 緒 言

基礎セミナーのものづくり入門③の現状と展望を紹

介する． モノづくりは， 小学生では工作として学び，

大学の工学部では各種の工作法として学ぶ． 小学生の

モノづくりは3 まず作り出し， 作りながら完成形を考

えることが多い 一方， 大学のモノづくりは作る前の

作業が重要で 3 完成形を作る前に考えて作り始める．

この完成形を作る前に考える作業が設計である．

完成形を予め決定するためには， 完成形が発揮する

機能を実現するための構造を設計図に織り込む必要が

ある． しかしながら， 図面上に作られた構造を実際に

作ってみると， 必要とされる機能を発揮しないことが

しばしばある． そこで， 修正を加えて必要とされる機

能を発揮できるようにしていく この修正こそが， 設

計の問題点を考察し， その対応を考えさせる重要な過

手呈である

本報告では， これらの設計→製作→修正の設計・性

能フィ ー ドパックプロセスを基礎セミナーに取り入れ

る方法について紹介する．

2. ペットボトルロケット製作

この基礎セミナーの目的は， 図1に示すようなベッ

トボトルロケット（1）の製作を通して3 モノづくりおも

しろさ， 高校で学んだ物理学（2）の有用性， 学部・学科

の枠を超えたメンバーのグノレーフ
。
マネー ジメン卜を体

験することである モノづくりの対象としてベットボ

トノレロケットを用いた理由は以下のとおりである．
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図1 ペットボトルロケット
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①機能が感動的である．

②機能の説明・予測に高校の物理学を利用できる．

③グループ製作可能で、ある．

④製作が安全に行うことができる

毎年のことであるが， ベットボトルロケットの試射

は学生を大いに感動させる ベットボトノレロケットは

遥か上空に上昇し， 学生に関心を与える適切な機能を

有している．

ベットボトルロケットは， 圧縮空気の膨張によって

水を押し出して推進力を得る． このプロセスの説明に

は， 気体の断熱膨張， 力積と運動量， 運動方程式とい

った高校物理ωのてんこ盛りである． さらに， 高校物

理を少し発展させた， 非圧縮性流体のエネノレギ一保存

式も利用し， 学生への新しい知識の提供もできる．

ベットボトノレロケットは ，
一人での製作も可能であ

るが，2 ～ 3名で協力して製作することも可能である．

複数枚の羽や先端部分の製作の担当を分担して製作す

る 互いに連携して製作することによって， グループ

マネ ー ジメン卜を習得することができる．

モノづくりで ， 最も注意を必要とするのは工作時の

安全性の確保である ベットボトノレロケットは， 材料

がベットボトルポリエチレンテレフタラ ー ト（PET）で

あり， カッターやハサミで加工が容易である カッタ
ーの使用時に注意事項を説明することによって安全な

加工が実現できる．

3. 設計・性能フィ ー ドパック

理想的には， 設計→製作→試射→設計ノレーフ
。
となる

図2に示すような設計・性能フィ ー ドパックプロセス

を取り入れることが望ましい しかしながら ， 基礎セ

ミナーは半期8回であり， 設計 ， 製作， 試射， それぞ

れ一回の講義時間を要し， 実際にはノレーフ。を組むゆと

りがない． そこで， 次のような擬似的なノレーフ
。
を用い
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 図2 設計→製作→試験
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